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序論 本計画の狙いと対象地域 

1. 本計画の狙い 

大分県内の公共交通利用者は年々減少し、幹線バス路線（複数の市町村をまたがって運

行され、広域的な移動を担うバス路線をいう。以下同じ）の利用者についても同様の傾向

が続いており、その存続を危惧される路線もある。一方で、市町村単独では、域外を含めた

幹線バス路線の全体像について広域的な検討を行うことが難しいため、これまで行政機関

と交通事業者が協働した十分な対応が行われず、維持・確保が厳しい路線が生じている。

こうした状況のなか、地域公共交通活性化再生法の改正により県が地域公共交通網形成計

画の策定主体に位置付けられたことを受け、早急に対応する必要がある幹線バス路線の運

行地域を対象に、広域的な行政主体である県が主体となり、当該地域の市町村とともに幹

線バス路線の維持・確保・改善に向けた調査を実施する。 

大分県東部圏の現況や問題点・課題の整理を行ったうえで、地域公共交通網の形成に向

けた方針・目標・目標を達成するために実施する事業について取りまとめた大分県東部圏

地域公共交通網形成計画の策定を行うことを本計画の狙いとする。 

 

2. 対象地域 

大分県内を運行する幹線バス路線のうち、路線の維持・確保のために国庫補助の対象と

なる系統は 20系統存在する。そのうち、2系統が東部圏を発着し、圏内および圏外を連絡

している。 

対象とする地域は、大分県東部の国東半島部およびその離島に位置する国東市や杵築市、

姫島村、日出町により構成され、両子山を山頂とした円錐型の半島と山間部の急峻な地形

によって、山間部から沿岸部への放射方向と沿岸部の円周方向の主要道路網に沿った公共

交通網が形成されている。 

山間部をはじめとする圏域内の各地で人口減少と少子化・高齢化が進行しており、公共

交通利用者の減少に伴う収益性の低下と、社会問題化している運転手不足により、地域公

共交通網の維持・確保・改善に向けた早急な対応が必要な地域である。 

東部圏においては、山間部から沿岸部に向けた路線バス網、沿岸部に幹線的な路線バス

網、半島の付け根に鉄道を有し、離島である姫島からは航路を介して路線バス網に接続し

ており、概ね独立した交通圏を形成しているほか、それ以外にも竹田津港（スオーナダフ

ェリー）と大分空港を有している。 

本計画では、東部圏を対象地域とし、幹線バス路線の維持・確保・改善に向けた公共交通

網の構築を目指す。 
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図 2-1本計画の対象地域 
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